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冬休みを明日にひかえ、全校集会で生徒達に幕末から昭和初期に活躍した偉人のことばを紹介しま

した。激動の時代を生きた偉人のことばから力をもらい、「一日一生」の精神で冬休みを過ごしてほし

いと思います。 

【坂本龍馬】 

 何の志もなきところに、ぐずぐずして日を送るのは、実に大馬鹿者なり。 

 

【与謝野晶子】 

 若さの前に不可能もなければ、陰影もない、それは一切を突破する力であり、一切を明るく照ら

す太陽である。 

 

【津田梅子】 

 環境より、学ぶ意志があればよい。 

 

【大隈重信】 

○怒るな  ○愚痴をこぼすな  ○過去を顧みるな  ○望みを将来に置け 

○人のために善をなせ 

 

【新島八重】 

 自分がいくら不機嫌だからといって、自分の怒りにまかせて他人を怒るなどということは許され

ません。 

 

【福澤諭吉】 

 世の中で一番尊いことは、人のために奉仕し、決して恩にきせないことです。 

 

【内村鑑三】 

 一日一生。 一日は貴い一生である。これを空費してはならない。 

 

【野口英世】 

 人の一生の幸せも、災いも自分から作るもの、周りの人間も、周りの状況も、自分が作り出した

影と知るべきである。 

生徒の皆さんには、「９９．９％の変わらぬ日常」を大切に冬休みを過ごしてほしいと思います。 

 

 

 

 ３年生の坪井咲空さんが、今月２５日から大阪で開催される

JOCジュニアオリンピックカップ第３８回全国都道府県対抗中

学バレーボール大会に、県代表として出場します。部活動引退

後も、受験勉強との両立を図りながら平日の練習や週末の選抜

チームの遠征に参加し技能や体力の向上に努めてきました。   

大会当日は緊張する場面も多くあるかと思いますが、都路中

学校バレーボール部の誇りを胸に、都路町や田村市の方々の応

援を力にかえて、思い切りプレーしてほしいと思います。       【市長表敬訪問】 


